





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ご ねんあ まり　　 ｇｏ nen amari
ご ぱん　　　　　　　goban
ごぱ んめ　　　　　goban-me
さん ごのじ ゅうごsan ｇｏ no jugo















し ち もん めにぶ ごsh'chi momme ni
りん　　　　　　　　　fun go-rin (ママ)
じ っ そう ばい　　jissobai
し まい　　　　　　shi-mai
じ ゅうい ち　　　　ju-ichi
じ ゅうい ちば ん　ju-ichi-ban





じ ゅうご ぱん め　jugoban-me
じ ゅうさ ん　　　　jusan




じ ゅ うに　　　　　 鈿ni
じ ゅう に ぱん　　juni-ban


























































































































② 一 字 漢語
えい　　　　　　yei　　　　　　　 英








＊ 冂くA JITSZ （ 夏 日 ）」 あ り 。
kai
＊「SA χ（;AI （ 三 界 ）・Se-kai
gun
＊（ Ｇｕｘ I）Λ1（ 郡 代 ）」 あ り 。
ke
＊ 囗くＨ ＡＩ（ 家 来 ）」 あ り 。
k6
＊ 囗仙 ＧＥ（ 高 下 ）・KO-jiki
















＊「Ｓ八日16 （西 方 ）・S 八［ Ｋ八I（西海 ）・




























































































＊「Sho ( 賞）」あ り。
そん する son szru
























































































































































































































一 ● j . . ･ ･
が る 〈 接 尾 〉　　　garu
か ん よ う　　　　　kanyo
ぎ ょ う じ ょ う し よgiyojosho
く じ け る　　　　　　kujikeru
く つ ご　　　　　　　kutszgo
く に く ず し　　　　kuni-kudzshi
く ま が え り　　　　kumagayeri
け お さ れ る　　　　keosareru
げ ぴ ぞ う　　　　　gebizo
け ん の ん　　　　　kennon




ご ま す り　　　　　goma-szri
こ ろ　　　　　　　　　　　koro
し っ ぽ　　　　　　　 ｓhi ｐｐｏ　　　
ｙ　 ゝ　　　　　　　 ●=
じ ゅ っ 凡 ん　　　　juyen
し ゅ う し　　　　　　shushi
し ょ う に ゅ う せ きshonuiseki ( マ マ ）
じ ょ う ぷ く ろ　　jo-bukuro
Ｑ　　　ゝ 　　　　　 ゝ　　　　　 ●四　●じ ょ っ り ゅ っ joriu
じ ょ れ ん　　　　joren
そ ん し ょ う　　　　sonsho
た い　　　　　　　tai
だ え ん　　　　　　dayen
た か み く ら　　　　takamikura
だ ん り ょ く　　　　danriyoku
ち ん た い　　　　　chintai
で も< 接 頭 〉　　　demo
で ん き　　　　　　denki
で ん せ ん　　　　densen
ど う ぜ い　　　　dozei
ど ん ぶ り　　　　　domburi
は く ら ん か い　　hakurank'wai
ば ず　　　　　　　　　　　badz
は だ ん　　　　　　hadan
は っ か ん　　　　　　hakkan
は っ か ん ざ い　　hakkanzai
パ ッ プ　　　　　　　　pappu

















































































































































































＊「UI （初 ）」 の用例 にあり。
う けおい し ご と　ukeoi shigoto　　 請負仕事
＊「Ukeoi ( 請負）」 の用例 にあ り。
お が くず　　　　oga-kudz　　　　 大鋸屑
＊「ＯＧＡ（大鋸 ）」の用例 に［－kｕdｚ］あり。
お くび ょう もの　okubiyo mono　　 臆 病者
＊「Okubiyo ( 臆 病）」 の用例 にあ り。
おじ ぎ　　　　　ojigi　　　　　　 御辞 儀














＊「SA 」 の用例 にあ り。
お んな きょうだいonna-kiyodai


































＊「Kichi ( 吉）」 の用例 にあ り。
きにい る　　　　　　ki-ni-iru
＊「KI （気）」 の用例 にあ り。
きばむし や　　　　kiba-musha
＊「K113八（騎馬）」 の用例 にあ り。
きゃ くじ ん　　　　kiyakujin


















＊冂し､ＴＥ（立 ）」 の 用例 にあ り。
け い ざ い が く
刎 ＫＥｌ ＺＡＩ










ごぎ ょ う　　　　　 ｇＯ-giy６
＊（GI Ｔヽ）（行 ）」の 用 例 にあ り。




＊「Ko ｘo ｘｏ･rｓz（九）」の 用例 にあ り。
こ こ ろ し だ い
＊「ＳⅢＤＡＩ
こ こ ろ の ま ま
＊［Mama
ご じ っ さ い
kokoro shidai 心次第
(次第)｣ の用例にあり。
kokoro no mama 心
(儘)｣ の用例にあり。
gojissai
＊（SA 冂 歳）」の用例にあ り。
ご ち そ う
＊「ＣＨｌＳ６












こ の く ら い
＊｢Kurai
こ の つ き
＊｢ Ｔ ＳＺｌ､;I











こ の よ う な kono-yo-na
＊「ＹＯ（様 ）」の 用 例 に［Kono yo ｎｉ］あ り。










































＊｢I MO (芋)｣ の用例にあり。
じ ゆうじざい　　jiｙi:I-jizai　　　` 自由自在





し ゅくする　　　shuku szru　　　 祝
＊｢SH ｕＫｕ( 祝)｣ の用例にあり。
し ゅくする　　　shuku szru　　　 宿
＊｢Shuku ( 宿)｣ の用例にあり。
じ ょうきしゃみちjok'sha-michi　　 蒸気車道
* tjok･sＨ人( 蒸気車)｣ の用例にあり。
じ ょうちゅうげ　jochiu-ge　　　　 上中下
*rjo ( 上)｣ の用例にあり。
し ょくする　　　shoku szru　　　 食
＊｢Shoku ( 食)｣ の用例にあり。
し ょたいどうぐ　shotai-dogu　　　 所帯道具































































＊「ＴＥ-ＭＡＹＥ（手前 ）」 の 用例 に あ り。
てんかいっ とう　tenka-itto 天下一統
















＊「Doraku ( 狹邪）」の用例 にあり。
とがりごえ　　　togari-goye　　　 尖声







な い し ん の う
＊｢SHll､ 」一而




＊｢Naki ( 無)｣ の用例にあり。
なさけない　　　nasake-nai　　　 情無
＊｢ＮＡs人ｘＥ( 情)｣ の用例にあ り。
なまけもの　　　namake-mono　　 怠者
＊｢ＮＡＭ八KE,-ru,-ta ( 懶惰)｣ の用例に
,に






















は き だ す　　　　　haki-dasz

















ば ん す る　　　　ban szru






ひ っ こ す
番





































ふ だ ん ぎ
＊｢ Ｆ Ｕ-Ｄ八Ｎ




＊「ＢＵＥ心（葡萄 ）」の 用例 にあり。
ふ みだい　　　　fumidai






































































＊「Fun ( 粉）」の用例に［Mempun ］あり。
もうしあげる　　moshi-ageru　　　 中上
＊「Mosh にsz,-sh'ta ( 中）」の用例にあり。
もうしぶん　　　moshi-bun　　　　 中分




＊｢Moto ( 元)｣ の用例にあり。
ゆきなだれ　　　yuki-nadare








＊「Ｒ八回而 （乱 妨）」 の用例 にあり。
り ゃ く す る
＊｢ ＲＩＹ八χＵ













ろくじゅう　　　　ro k ｕj 11














＊「Tk TSZKI-: KIN （手付金川　の闘義諸にあ
り。
お おぜい ozei 人勢
＊「Ｔ 八 ＸｌＸ Jl' （ 多 人 数 ）」の 同 Å 諂 に あ り 。
がいこく g'waikol 外 川
＊「ＴＯ･IヽSZ KUNI （外 国）」の 同義 諸 にあ り。




か わ い が る












＊「Ta-gej 」ヽ（多 言）・Ｔ八13Eｘ（多弁 ）・
Tatsz-bei ヽ､J（達弁）」 の同 義 語 にあ り。
ぐにん　　　　　gunin　　　　　　 愚 人
＊「Shire-moi ヽ､Jo（白痴 ）」の同 義 語 にあ り。
げし よ　　　　　gesho　　　　　　 下 書
＊「SO-KO ( 草稿）」 の同義 語 にあ り。
さ つ satsz
＊「Ｍ 八ｘI（巻）」 の同義語 に あ り。
し きゅう sikiu
＊「Ｋ Ｏ-ＴＳＺＢＯ （ 子 宮 ）・Ko ＢＵＫＵＲＯ






H AI lUj （配流）・Ru-z 八I（流罪）」の同
義語にあり。
じゅういちがつ　ju-ichi-gatsz 十一月
＊｢ ＳⅢMO-TSZKI ( 十 一 月)｣ の 同 義 語 に あ り 。
じ ゅ う に が つ　　juni-gatsz　　　　 十 二 月
＊｢Goku ＧＥＴsz ( 極 月)｣ の 同 義 語 に あ り 。
じ ょ う じ ゅ う　　j6 扣　　　　　　　 常 住
＊( ＴｓｚｘE I)zｘＥ( 常 常)｣ の 同 義 語 に あ り 。
し ょ し ょ　　　　sho sho　　　　　 所 所
＊ 冂 ｏ` ｋｏ Ｒｏ Ｄｏ Ｋｏ Ｒｏ( 処 処) ・Ho-BO ( 方 方)｣
の 同 義 語 に あ り 。
じ ょ ぶ ん　　　　jobun　　　　　　 序 文
＊｢Dai ji ( 題 辞)｣ の 同 義 語 に あ り 。
し ょ ほ う　　　　　syoho　　　　　　 諸 方
＊ 囗亅6n6( 方 方)｣ の 同 義 語 に あ り 。
す っ ぱ い　　　　szppai　　　　　　 酸























＊「TsZCHI BOTOKE　 （土 仏 ）」
り。
な ふ だ











＊｢Hosowat 八( 胞)｣ の同義語にあり。
はいりくち　　　hairi kuchi　　　 這入口
＊｢IRI KUCⅢ( 入口)｣ の同義語にあり。
はかしょ　　　　hakasho　　　　　 墓所
＊｢Mu-sho ( 墓所)｣ の同義語にあり。
はしがき　　　　hashi-gaki　　　 端書
＊｢Jo( 序)・ＤＡ［JI( 題辞)｣ の同義語にあ
り。
ひより　　　　　　hiyori　　　　　　日和
＊｢ＴＥＩヽ ､」-KI (天気)｣ の同義語にあり。
ひるよる　　　　hiru-yoru　　　　 昼夜
＊｢Nichi-ya ( 日夜)｣ の同義語にあり。
ふあんしん　　　fuanshin　　　　　 不安心
＊｢KOKORO-MOTO NAI　( 無心元)｣ の同義語
にあり。
ふみつぎ　　　　fumi-tszgi　　　　 踏継
＊｢Fumi-d 八ｘ( 踏壇)｣ の同義語にあり。
ぶらつく　　　　buratszku









* f Anadori , -ru, -tta (侮)｣ の同義語にあ
り。
みちがい　　　　michigai　　　　　 見違
＊｢MI 一八ＹＡＭ八CHi,-tsz,-tta ( 見過)｣ の同
義語 にあ り。
みちび く　　　　michibiku　　　　 導
* r kedo ( 化導)｣ の同義 語にあり。
みほん　　　　　mihon　　　　　　 見本
＊｢Te-hon ( 手本)｣ の同義語 にあ り。
みょうあ さ　　　miyoasa　　　　　 明朝
＊｢Rai-cho ( 来朝)｣ の同義語にあり。
むか いかぜ　　　mukaikaze　　　 向風
＊｢Giyaku-fu ( 逆 風)｣ の同義語にあり。
む とう　　　　　muto　　　　　　 無刀
＊｢Maru-goshi ( 丸腰)｣ の同義語 にあり。
もうしつけ る　　moshi-tszkeru　　 申付
548
＊「Nh＼ji,-ru or -dzru,-ta ( 任 ）」 の 同 義
語 に あ り 。
も う し わ た し　　moshi-watashi　　 申 渡
＊「Ge-ji ( 下 知 ）」 の 同 義 語 に あ り 。
ゆ ぎ　　　　　　yugi　　　　　　 靫
＊「Utszbo ( 靫 ）」 の 同 義 語 に あ り 。
ゆ ず り も の　　　yudzri-mono　　 譲 物
＊「ＫＡＩヽAMI ( 記 念 ）」 の 同 義 語 に あ り。
よ ろ い か ぷ と　　yoroi-kabuto　　 鎧 兜
＊「Gusoku ( 具 足 ）」 の 同 義 語 に あ り 。
ら く し ょ く　　　rak'shoku　　　　 落 飾
＊「ＣＨＩ-ＨＡＴsz （薙 髪 ）・ＴＥＩ-Ｈ八Ｔsz （剃 髪 ）」
の 同 義 語 に あ り。
※見出しの次に、かっこ付きで示されているもの
ななし　　　　　na nashi　　　　 名無











＊「Ｙｕ にku,-ita ( 行）」の用例に［Yedo
ye yuku ］あり。
おめでとう<感〉　omedeto
* r mede･TAI (目出度）」の用例に
［Ｏ medeto gozarimasz ］あり。
かみさん　　　　kami-san　　　　 上様










きんじ ょう kinjo 今 」
く さ









＊「Kurai ( 位）」の用例に［San riyo
gurai］あり。
ごきげん gokigen 御機嫌
＊「Ｇｏ（御）」の 用例 に ［Ｇｏ一Ripen
yoroshiika ］あ り。
こけら　　　　　　　kokera
＊｢Kokera-buki ( 柿葺)｣ あり。
こころおき　　　　kokoro-oki






＊「SAr､卜JAKU-OBI ( 三尺帯 ）」あ り。
しにぎわ ●　●　俸shinigiwa 死際
＊「Ｋｌｗ八（際 ）」の用 例 に ［Shinigiwa 111
natta ］あ り。
だいごくじょう　daigokujo 大極上














＊「Doko ( 何処）」の用例に［ ― zo  niaru
de ａｒｏ］あり。
にせ　　　　　　nise　　　　　　　 贋


















＊「ＴｓｚｘＡ､II（扼 ）」の 用例 に ［Kome
















＊「Mono ( 物）」の用例に［― no kadz to
mo sedz ］あ り。
ゆ えに〈接 〉 yuye ｎi 故
＊「Yuye ( 故）」 の用 例 に ［Kono
yuye ｎｉ］［Sono yuye ｎｉ］ あ り。






あ お む け　　　　　aomuke
＊｢AoMUKi,-ku,-ita ( 仰向)｣
あ き う ど　　　　　akiudo
* f Akindo ( 商 人)｣ あ り。
か い ど う　　　　　　kaido
* TKai-do ( 海 道)｣ あ り。
か ぜ な み　　　　kaze-nami





















＊｢Sob 八(蕎麦)｣ の用例に[―no ｋｏ]あり。
ときとき　　　　toki-toki　　　　 時時














＊「ninji,-tu or -dzru,-ta (任）」の同義
語に［moshi-tszkeru ］あり。
ｂ ） 動 詞
い や ま す　　　　　iyamasz






＊｢Ukashi , -sz,-sh'ta (浮)｣ あり。
えがくする　　　yegaku szru






＊｢Saki-kuguri ( 先泳)｣ あり。
さしかまう
さしかまわないsashi-kamawanai 差構
＊｢Sashi-kamaye , -ru, ~ta (差搆)｣ あり。
だんずる　　　　dandzru　　　　　 弾
































＊「Aramas Ⅲ」 あ り。
きぴし く　　　　　kibishiku

















































































































































































































































































































































































〔付 ２ 〕 『和英 語林集成』初版の序文
PREFACE.
解　説　緇 553
IN introducing this Dictionary to the public the author feels no small
degree of diffidence.　Nothing b ｕt the great need of such a work, 鬚t by all
foreigners １ｎ Japan, and the constant demand upon those ｗho were making
the 8tｕdy｀of the language their special business to sliare their ac(l ｕ181tion8 with
others, could have induced liim to issue it ａt this 8tage of his ａｃ(lｕａｉｎtａｎｃｅ
with the language.　The conviction tliat it 18 a first step in 仇ｅ right directｉｏｎ
夕
and thatl with all it8･deficiencies, it will prove of s ｏｍｅ use, ｃｏｕl(1 alone have
made him consent to its publication｡
ｌｎ ｃｏｍｐⅢng this work the author has labored under the ｖｅｒy great difficul-
tｙ of having had little t ｏ ａ８s18t him from the works 0f predecessors 1n the same
field.　The only works 0f the 匁:ind ｗithin h18 reach were the small vocabulary
of Ｄｒ. Medhurst published in Batavia in 1830; ａｎ(1 the Japanese 皿ｄ Port-
uguese Ｄｉｃtｉｏｎａｒy:published by the Jesuit missionaries 1n 1003.　H18 principal
dependence, howeve:｢l has been upon the living teacher, 80 that he feels himself
alone responsible R) ｒ every thing in the work｡
There are over 20,000 Japanese words defined in the dictionary.　Th18n ｕln･.
ber might have been considerably increased, if all the compound words 0f ｗhich
the language 18 capable, and all the obsolete words had been inserted.　Those
here l)ｕb118hed ha ｖｅ been collected, for t ｈｅ most Pa ｒt， in the course of h18 own
reading, or heard　in ｕsｅ　among the people.　 Ａ large ｎｕmTber of the ｗords
ａｒｅｏｆ Chinese origin, and used ｍａ･inly in books and epistolary ｗriting8,` ａｎｄ
have ａ very limited ｒａｎｇｏ ｏｆ meaning.　 Ｔｈｅ most common words, whether
駟･tive or Chinese, he has endeavored to Ⅲustrate, as much as possible, with
ｅｘａｍＰｌｅs; some of them extracted ｎ'ｏｍ "books, b ｕt generally with colloquial
1)brａses｡
Ｈｅ might have made ｉt a less l)rotｅｎtioｕ8 volume, confining himself to (3nly
such ｗｏrdｓ ａ８ are in common ｕsｅ; bｕt h18 desire has been to present the ｗhole
language to the eye of the 6pho!ar arranged in proper order; ａｎｄ though he m “y
not ha ｖｅ exhausted the meaning of the words, ho has endea ｖｏred to make as
ｎｅａｒ ａ,ｎ ａ１)prｏｘｉｍａtｉｏｎ to it a8 po881ble 。
To ｌ･ender the work more complete ｈｅ ｈａs added the Jal) ａｎｅsｅ Ｋａｎａ， and
Chinese characters.　The spelling with the Ｋａ.na 18 according to the best native
ａｕthol'ity．　The Chinese characters attached tp the ｎａtl゙ ｅ words ore those ｃ(皿・
monly t18ed a8 their ｅqｕiｖａｌｅｎts。
It ha8 also been attempted to designate the l) ａrt of speech to ｗhich each
ｗｏrd belongs.　This with the ｎａtiｖｅ ｗｏrd8 18 not ａ matter of ｍｕch｀dS-
culty, but with t ｈｅ Ｃｈｉｎｅse is impossible in most ｃａsｅs， a8 the sａｍｅ word may




Ｔｈｅ ｉｎtrndllctｉｏｎ ｏｆ t11e rv nonvmous ｗol‘ds will als･)bef1)11 Ⅲl ｕgcfｕl.TI 函
毳　　　●　　　　　　　　　　　　　　－
bmnch lias ｂｃｅｎ ｍｏre .fully carried out in the second ｐａrし ｏｒ lndc ｘ･
ｌｎ Ｒｏｍａｎｉｚing the words, the e 飭rt ｈs bcell in e ｖｃry ｃ‘ISO to ｅｘPrｅss the
ｓｏⅢld aｓ Prolloｕnced by the ｍｏst cｕlti` '計ed 】latiｖes; alld the syst ｅｍ of orthog-
mPhy ，
゛゙ id凵I low ｖａ山･turns, is th必
ｇｃｎｃｌＪｌy adoPtcd by the st ｕdents of th ｅ
I旧l印lage in J 丱 旧】．
’　w　　　　　　 ・
.Tlie Printillg has
ｂｅｅｎ accomplisliod l Ⅲd ‘ ゛r lm ｕly difficulties, especially from
●　　　j龕　　　　●． ●　・　　　　　　　 皿　－　－　　　　　皿皿
tｋ ｗａｎt
べ･f accelltcd ｖｏｗe】s ;tｎ(1al)roPer s
ｕPPly of ｃ丱ital 】otters which could
110 t be Pr ｏｃｍ゛ed in Shanghai ， ａｎｄ had to be ll 川1 ｕ伍chlred ｕlldel' ｍrtｎy disatl-
ｖａｎtａｇｅs.　This　 ｗⅢ　account for the ｗimt of ｕljm)ｒmity ａｎｄ ｉｌＴｃｇｕｈｎ･ity
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